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た
め
池
・水
路
の
水
難
事
故
を
防
ぐ

安
全
対
策
研
修
会
の
開
催

福
島
県
た
め
池
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
９
月
11

日
、
福
島
県
農

業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
た
め

池
安
全
対
策
に
係
る
技
術
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
研
修
会
に
は
、

県
内
の
た
め
池
整
備
に
携
わ
る
県
・

市
町
村
・
土
地
改
良
区
の
担
当
者
37

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、

水
難
事
故
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

斎
藤
秀
俊
教
授
を
お
迎
え
し
、
農
業

水
利
施
設
で
発
生
し
て
い
る
事
故
の

実
態
と
、
そ
の
防
止
策
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

県
内
で
も
重
大
事
故
が
発
生

福
島
市
で
は
草
刈
り
中
に
用
水
路
へ

転
落
し
死
亡
、
国
見
町
で
は
水
路
転
落

に
よ
る
重
体
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

農
業
は
事
故
リ
ス
ク
が
高
い
産
業

就
業
者
10

万
人
当
た
り
の
死
亡
事
故

者
数
は
、
農
業
が
11.

1

人
、
全
産
業

平
均
は
1.

2

人
。
農
業
は
全
産
業
平

均
の
約
9

倍
と
、
極
め
て
高
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。

近
年
は
草
刈
り
作
業
中
の
転
落
事
故
が

多
く
、
特
に
70

代
の
事
故
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

水
路
・
た
め
池
の
危
険
性

水
路
で
は
、
流
れ
に
沿
っ
て

向
き
を
変
え
た
瞬
間
や
分
岐
点
、

水
門
操
作
時
な
ど
に
足
元
を
す

く
わ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
水

深
が
浅
く
見
え
て
も
、
流
れ
が

あ
る
だ
け
で
身
体
の
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
や
す
く
、
重
大
事
故
に

つ
な
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
た
め
池
で
は
法
面
や

水
際
が
滑
り
や
す
く
、
一
度
転

倒
す
る
と
這
い
上
が
れ
な
い
構

造
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
谷
池
で
は
、
助
け
に

入
っ
た
人
が
二
次
災
害
に
遭
う

「
後
追
い
沈
水
」
と
呼
ば
れ
る

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
水

路
・
た
め
池
と
も
に
、
水
に
入

ら
な
い
こ
と
が
最
大
の
安
全
対

策
で
す
。
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安
全
対
策
に
活
用
で
き
る
支
援
制
度

た
め
池
の
安
全
確
保
に
向
け
た
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
（
た
め

池
整
備
）
で
は
、
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
の
改
修
や
安
全
対
策
が
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
条
件
に

よ
っ
て
は
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に

よ
り
、
安
全
対
策
工
の
整
備
が
位
置
付

け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
（
資
源

向
上
支
払
・
長
寿
命
化
）
に
お
い
て
も
、

た
め
池
の
付
帯
施
設
の
補
修
・
更
新
と

し
て
、
安
全
柵
や
注
意
看
板
等
の
整
備

が
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

業
の
対
象
要
件
や
内
容
は
年
度
や
地
区

条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
安
全

施
設
の
設
置
を
ご
検
討
の
際
は
、
当
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
市
町
村
・
県

担
当
部
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

転
落
を
防
ぐ
た
め
の
具
体
的
対
策

有
効
な
安
全
対
策
と
し
て
、
張
ブ
ロ
ッ
ク
等
に
よ
る

法
面
の
滑
落
防
止
対
策
や
、
這
い
上
が
り
ネ
ッ
ト
の
設

置
、
安
全
柵
の
整
備
な
ど
の
構
造
的
な
対
策
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
向
け
の
安
全
教
育
や
地

域
住
民
を
対
象
と
し
た
安
全
講
習
の
実
施
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
の
取
組
も
重
要
で
す
。
「
事
故
が
起
き
て
か

ら
対
応
す
る
」
の
で
は
な
く
、
「
転
落
し
な
い
構
造
を

つ
く
る
」
と
い
う
視
点
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

←這い上がりネット
↓安全柵

安全講習の実施
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